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昭
和
16
年

太
平
洋
戦
争

20
年

終
戦

22
年

新
制
中
学
ス
タ
ー
ト

学
校
給
食
開
始

30
年

５
か
村
合
併
に
よ
り
八

千
代
村
誕
生

31
年

新
教
育
委
員
会
発
足

33
年

各
支
所
廃
止

役
場
庁
舎
全
工
事
完
了

有
線
放
送
開
通

地
籍
調
査
事
業
開
始

35
年

八
千
代
音
頭
発
表
会

38
年

第
１
回
空
中
農
薬
散
布

39
年

安
静
中
、
下
結
城
中
統

合
中
学
校
発
足（
村
立

第
一
統
合
中
学
校）

41
年

中
結
城
中
学
校
を
合
併
、

八
千
代
第
一
中
学
校
に

改
称

西
豊
田
中
学
校
、
川
西

中
学
校
が
合
併
し
村
立

東
中
学
校
に
改
称

八
千
代
第
一
中
学
校
校

舎
完
成

43
年

東
中
学
校
校
舎
完
成

44
年

平
塚
地
内
で
竜
巻
が
猛

威
を
振
る
う

戦後の八千代町
61
年

八
千
代
勤
労
者
体
育
セ

ン
タ
ー
完
成

62
年

役
場
東
側
土
地
区
画
整

理
事
業
竣
工

保
健
セ
ン
タ
ー
完
成

平
成
４
年

町
制
施
行
20
周
年
記
念

式
典

第
１
回
夏
ま
つ
り

６
年

オ
フ
ト
ー
ク
通
信
放
送

開
始

北
総
高
校
が
八
千
代
高

校
に
校
名
変
更

７
年

グ
リ
ー
ン
ビ
レ
ッ
ジ
利

用
開
始

秋
ま
つ
り

８
年

ク
リ
ー
ン
ポ
ー
ト
・
き

ぬ
火
入
れ
式
、
稼
動

９
年

八
千
代
グ
リ
ー
ン
ビ

レ
ッ
ジ
内
に
憩
遊
館
が

オ
ー
プ
ン

農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー
オ
ー
プ
ン

11
年

ク
リ
ー
ン
パ
ー
ク
・
き

ぬ
完
成

図
書
館
オ
ー
プ
ン

12
年

介
護
保
険
制
度
開
始

13
年

ほ
っ
と
ラ
ン
ド
・
き
ぬ

オ
ー
プ
ン

14
年

町
制
施
行
30
周
年
記
念

佐野（水谷）にあった呉服店の大
売出しの風景 昭和20年

村合併時の西豊田地区村会議員
（貝谷小学校前） 昭和30年６月

戦時中の労働力不足を補うため共
同炊事がすすめられた（小屋西坪）
昭和17年６月

戦時中に行われた安静小学校の運
動会

平成18年に行われた第17回町民大
運動会、当日は風が強く入退場門
のアーチが倒れるハプニングも

平成９年４月にオープンした憩遊
館、施設名の募集には1239通の応
募があった

産業文化祭の風景 昭和54年11月 平塚を襲った竜巻 昭和44年８月

な出来事や当時の生活ぶりを写真や年表で振り返ります。
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今年は戦後70年になります。終戦から現在までの町の主

参議院通常選挙、この時の投票率
は52.7％と低調だった（松本）
昭和37年７月

旧村５会場で行われた村長を囲ん
で村をよくするつどい、村長や各
課長が出席 昭和41年１月

定例村議会、昭和44年度の予算は
総額６億１千万円、村政史上はじ
めての大型予算 昭和44年３月

３月 11 日に発生した東日本大震
災、町内でも道路や塀、家の屋根
などに被害があった 平成23年

八菜丸の誕生日、11月７日に特別
住民票を交付 平成25年

栗山での道路拡幅工事、道路の植
林を切り払い改修作業を行った
昭和37年

平成20年５月に行われた主要地方
道結城坂東線の開通式

平成18年２月に行われた新庁舎の
開庁式

特集 戦後70年

46
年

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
業

務
開
始

母
子
保
健
セ
ン
タ
ー
業

務
開
始

第
１
回
文
化
祭

47
年

町
制
施
行

西
豊
田
第
一
小
、
第
二

小
学
校
が
統
合
さ
れ
、西

豊
田
小
学
校
に
改
称

役
場
新
館
完
成

町
体
育
協
会
設
立

第
１
回
町
民
大
運
動
会

49
年

第
１
回
町
民
歩
く
会

中
央
公
民
館
完
成

51
年

県
立
北
総
高
校
開
校

広
域
消
防
八
千
代
分
署

開
署

52
年

新
鬼
怒
川
橋
開
通

54
年

総
合
体
育
館
完
成

産
業
文
化
祭
開
催

57
年

駒
城
橋
開
通

町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
発

足

59
年

地
籍
調
査
事
業
が
完
了

八
千
代
海
洋
セ
ン
タ
ー

完
成

歴
史
民
俗
資
料
館
完
成

60
年

合
併
30
周
年
記
念
式
典

町
民
憲
章
及
び
町
の
花
・

木
・
鳥
制
定

式
典

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開

設

15
年

中
結
城
地
区
公
園
完
成

16
年

茨
城
西
南
医
療
セ
ン

タ
ー
病
院
附
属
八
千
代

診
療
所
開
設

ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
八

千
代
開
園

17
年

オ
フ
ト
ー
ク
通
信
放
送

終
了

下
結
城
地
区
公
園
完
成

防
災
行
政
無
線
運
用
開

始町
公
共
下
水
道
供
用
開

始

18
年

役
場
新
庁
舎
開
庁

19
年

介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
ス

タ
ー
ト

20
年

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

ス
タ
ー
ト

主
要
地
方
道
結
城
坂
東

線
菅
谷
若
バ
イ
パ
ス
道

路
開
通

23
年

東
日
本
大
震
災

24
年

農
産
物
応
援
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー「

八
菜
丸」

誕
生

26
年

八
千
代
第
一
中
学
校
校

舎
完
成
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（

小
菅
康
司
団
長）

か
ら
は
第
６
分

団
の
団
員
10
人
が
参
加
し
ま
し

た
。各

市
町
か
ら
参
加
し
た
90
人
の

団
員
は
３
中
隊
に
分
か
れ
、

「

竹
と

げ」

や「

杭
こ
し
ら
え」

な
ど
の

作
業
で
水
防
工
法
に
用
い
る
材
料

を
つ
く
り
、
堤
防
の
亀
裂
箇
所
の

拡
大
を
防
ぐ「

五
徳
縫
い」

や「

折

り
返
し」

、堤
防
か
ら
の
漏
水
箇
所

の
拡
大
を
防
ぐ「

月
の
輪」

な
ど

の
伝
統
的
な
水
防
工
法
を
実
施
し

ま
し
た
。
団
員
た
ち
は
雨
が
降
り

続
く
悪
天
候
の
な
か
、
集
中
し
た

真
剣
な
表
情
で
作
業
に
取
り
組
ん

で
い
ま
し
た
。

７
月
５
日
、
鬼
怒
・
小
貝
水
防

連
合
体（

本
部
長
市
原
健
一
つ
く

ば
市
長）
主
催
に
よ
る
水
防
訓
練

が
、
つ
く
ば
市
高
良
田
地
先
の
小

貝
川
左
岸
平
和
橋
下
流
に
お
い
て

実
施
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
訓
練
は
、

同
連
合
体
を
構
成
す
る
４
市
１
町

を
会
場
に
、
出
水
期
と
な
る
こ
の

時
期
に
消
防
団
の
作
業
能
力
の
向

上
と
住
民
の
水
防
に
対
す
る
理
解

を
深
め
る
た
め
、
毎
年
実
施
さ
れ

て
い
ま
す
。

訓
練
は
、

「

大
型
台
風
の
接
近
で

豪
雨
が
降
り
続
き
河
川
の
水
位
が

急
激
に
上
昇
し
て
い
る」

と
い
う

想
定
の
も
と
行
わ
れ
、
町
消
防
団

飲酒運転を根絶
～大丈夫だと思うのは妄想 ハンドルを握れば車は暴走～

五徳縫いの作業をする団員の皆さん

第
56
回
鬼
怒
・
小
貝
水
防
連
合
体
水
防
訓
練

飲酒運転時の死亡事故率は、飲酒をしていない時の死亡事故率に比べ、約９倍と高くなります。さらに酒

酔い運転時となると死亡事故率は約18倍に跳ね上がります。夏はお盆の帰省や野外でのバーベキューなど

で飲酒の機会が増える時期です。「少しの距離」や「少しの量」でも飲酒したらハンドルを握るのは絶対

にやめましょう。

罰則

酒酔い運転をすると・・・

○５年以下の懲役又は１００万円以下の罰金

○違反点 35点免許取消（欠格期間３年）

酒気帯び運転をすると・・・

○３年以下の懲役又は50万円以下の罰金

○違反点 ０．２５mg/ 未満13点免許停止（90日）

０．２５mg/ 以上25点免許取り消し（欠格期間２年）

※事故を起こした場合さらに点数等が付加され、飲酒運転の状況により危険運転致死傷罪に該当する場

合もあります。

飲酒運転を止める最後の砦は、あなたの 「強い意志」 ！

□飲酒している者に車を貸したり、飲酒している者が運転する車に同乗するのも厳禁です。

□二日酔いに要注意！ 飲みすぎの翌日や短時間の休憩ではアルコールは体内から抜けません。

□飲酒運転で交通事故を起こした場合、免許の停止、取り消し、罰金、相手方への賠償等の経済的な面だ

けでなく社会的、精神的にも大きな影響が及びます。

交通安全思いやり１１０番

飲酒による酩酊者や深夜徘徊の高齢者等、交通事故にあう恐れのある者を見かけたら、ためらわず１１０

番通報を ！

問い合わせ 下妻警察署 TEL 43‐０１１０

漏水の拡大を防ぐ月の輪工法
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総合教育会議であいさつする大久保町長

６
月
22
日
、
役
場
会
議
室
に
お

い
て
総
合
教
育
会
議
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
こ
の
会
議
は
教
育
委
員
会

の
制
度
改
革
に
伴
い
開
催
さ
れ
、

大
久
保
司
町
長
を
は
じ
め
高
橋
昇

教
育
長
、
教
育
委
員
が
出
席
し
、

町
の
教
育
振
興
に
関
す
る
施
策
を

ま
と
め
た
八
千
代
町
教
育
大
綱
を

策
定
し
ま
し
た
。

大
久
保
町
長
は「

新
た
な
枠
組

み
で
、
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち

の
た
め
、
よ
り
良
い
教
育
の
方
向

性
を
見
出
せ
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す」

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

八
千
代
町
教
育
大
綱
を
策
定

６
月
19
日
、
東
京
都
日
野
市
に

あ
る
日
野
自
動
車
本
社
で
開
催
さ

れ
た「

新
生
活
お
役
立
ち
フ
ェ
ア」

で
町
の
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
し
た
。
こ

の
フ
ェ
ア
は
日
野
自
動
車
古
河
工

場
へ
移
転
対
象
と
な
る
部
署
の
従

業
員
に
、
新
し
い
居
住
地
で
の
不

安
を
解
消
し
て
も
ら
お
う
と
茨
城

県
な
ど
が
主
催
し
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

町
の
ブ
ー
ス
に
は
多
く
の
人
が

訪
れ
、
町
の
定
住
支
援
制
度
や
医

療
支
援
、
住
宅
環
境
な
ど
様
々
な

質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

日
野
自
動
車
本
社
で
町
を
Ｐ
Ｒ

アンケートに答える来場者

納期限内納付にご協力ください

納税は、教育・労働とともに国民の三大義務の一つであり、町民への様々な行政サービスを提供するうえ

で欠くことのできない貴重な財源です。町税の納期限内納付にご理解・ご協力をお願いします。町税とは

町県民税、軽自動車税、固定資産税、国保税のことをいいます。

◎コンビニ納付

４月から町税等が全国のコンビニエンスストアから24時間いつでも納付できるようになりました。納税通

知書にバーコード印刷のないもの、納期限を過ぎたもの、一件あたり30万円を超えるものについては金融

機関または会計課で納付をお願いします。

◎納期限までに納付されない場合には

納期限経過後20日以内に督促状が送付され、督促料50円が別途加算されます。さらに納付されるまでの日

数に応じて、原則年９．１％の割り合いで延滞金が加算される場合があります。

○未納のまま放置すると

財産（預貯金、不動産、給与など）の差し押さえを行い、換価して滞納税に充当します

○納められない場合には

納期限までに納付できない場合には、税務課で早めの納

税相談を受けてください

◎納付には安心、安全な口座振替をお勧めします

口座振替取扱金融機関

常陽銀行 茨城県信用組合 ＪＡ常総ひかり

結城信用金庫 筑波銀行 ゆうちょ銀行（郵便局）

※納税通知書と預貯金通帳、届出印を持参のうえ、

町内の金融機関でお申し込みください。ゆうちょ

銀行（郵便局）は税務課での受け付けとなります。

問い合わせ 税務課収納管理係 内線１３１１
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犯
罪
や
非
行
の
な
い
社
会
を

ー

中
学
校
で
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

ー 販売初日に役場前にできた行列

子
ど
も
た
ち
を
守
る
た
め
に

ー

青
少
年
相
談
員
が
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

ー

目録を町長に手渡す古内支店長（左）

啓発グッズを配る青少年相談員の皆さん

７
月
７
日
、
常
陽
銀
行
八
千
代

支
店
の
古
内
正
支
店
長
が
役
場
を

訪
れ
、
町
に
軽
自
動
車
を
寄
贈
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
７
月
で
創
立
80

周
年
を
迎
え
た
常
陽
銀
行
の
記
念

事
業
の
一
環
で
、
教
育
や
福
祉
な

ど
の
分
野
で
利
用
で
き
る
も
の
を

寄
贈
し
て
い
ま
す
。

大
久
保
司
町
長
は「

公
用
車
の

数
が
減
っ

て
い
る
の
で
、
と
て
も

助
か
り
ま
す
。
共
有
の
公
用
車
と

し
て
様
々
な
部
署
で
使
っ

て
い
き

た
い」

と
謝
意
を
述
べ
ま
し
た
。

常
陽
銀
行
が
軽
自
動
車
を
寄
贈

ー

創
立
80
周
年
記
念
事
業
で
地
域
の
力
に

ー

７
月
７
日
、
町
内
の
小
売
店
舗

に
お
い
て
、
青
少
年
相
談
員
協
議

会（

北
島
直
廣
会
長）

が
中
心
と

な
り
、
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
社
会
環
境

浄
化
活
動
の
一
環
と
し
て
行
わ

れ
、
参
加
者
は
買
い
物
に
来
る
お

客
さ
ん
に
チ
ラ
シ
や
テ
ィ
ッ

シ
ュ

な
ど
を
配
り
、
有
害
サ
イ
ト
か
ら

子
ど
も
を
守
る
た
め
の
フ
ィ

ル
タ

リ
ン
グ
活
用
を
呼
び
か
け
る
な
ど

啓
発
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

６
月
28
日
か
ら
八
千
代
町
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
販
売
が

始
ま
り
、
役
場
前
に
は
朝
早
く
か
ら
４
０
０
人
を
超
え
る
大

勢
の
人
が
並
び
ま
し
た
。
販
売
は
午
前
９
時
か
ら
の
予
定
を

30
分
早
め
、
午
前
８
時
30
分
か
ら
始
ま
り
、
初
日
に
は
５
千

８
３
５
セ
ッ

ト
が
販
売
さ
れ
ま
し
た
。
初
日
に
列
の
先
頭
に

並
ん
だ
町
内
の
女
性
は「
今
日
は
朝
早
く
目
が
覚
め
て
し

ま
っ

て
、
午
前
３
時
か
ら
並
び
ま
し
た
。
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品

券
は
家
族
や
子
ど
も
の
た
め
に
使
い
た
い
で
す」

と
話
し
て

い
ま
し
た
。

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
は
全
取
扱
店
で
利
用
で
き
る
共
通
券

と
大
型
店
や
チ
ェ

ー
ン
店
以
外
の
取
扱
店
で
利
用
で
き
る
専

用
券
が
セ
ッ

ト
と
な
り
、
町
内
の
取
扱
店
で
11
月
30
日
ま
で

利
用
で
き
ま
す
。

呼びかけをする推進委員や生徒会の皆さん

７
月
６
日
、
町
内
の
中
学
校
で
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

の
啓
発
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
啓
発
活
動
を
行
っ
た
の
は

保
護
司
や
民
生
委
員
、
人
権
擁
護
委
員
な
ど
で
構
成
さ
れ
る

町
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
推
進
委
員
会（

幡
谷
法
尊
会

長）

の
委
員
16
人
。
学
校
に
登
校
す
る
生
徒
に
犯
罪
や
非
行

が
起
き
な
い
社
会
を
つ
く
ろ
う
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。
東
中

学
校
で
は
推
進
委
員
の
ほ
か
、
生
徒
会
や
生
活
委
員
の
皆
さ

ん
が
呼
び
か
け
に
参
加
し
、
小
雨
の
降
る
な
か
、「
社
会
を

明
る
く
し
ま
し
ょ
う」

と
啓
発
グ
ッ
ズ
を
配
り
ま
し
た
。

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
は
、
犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
罪

を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
犯
罪
の

な
い
地
域
社
会
を
築
こ
う
と
す
る
全
国
的
な
運
動
で
、
今
年

で
65
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
を
販
売

ー

町
内
１
８
４
の
取
扱
店
で
11
月
ま
で

ー
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み ん な の 広 場

【コメント】

いつも妹まいちゃ

んと仲良く遊んで

くれる優しい陽菜

お姉ちゃん。あり

がとうネ これか

らも優しくて笑顔

可愛い陽菜ちゃん

でいてね

父 一 樹 さん

母 美 穂 さん

小 菅 陽 菜 ちゃん

こ すげ ひ な

平成２５年２月２１日生まれ

（高 野）

大 山 芽 泉 ちゃん

おお やま め い

平成２５年４月１３日生まれ

（ 袋 ）

俳

句

遊
び
子
の
一
輪
車
乗
り
梅
雨
晴
れ
間

小

屋

倉

持

幸

子

鬼
怒
川
の
川
幅
広
め
梅
雨
来
た
る

菅

谷

照

内

美
代
子

麦
熟
れ
て
節
の
里
を
か
が
や
か
す

た
か
し

松

本

野

口

ま
さ
子

あ
や
め
園
嫁
入
り
舟
に
華
の
渦う

ず

久
下
田

久
保
ノ
谷

清

鐘
撞
け
ば
紫
陽
花
気
振
る
古
刹
か
な

あ

じ

さ

い

け

ぶ

こ

さ
つ

久
下
田

川

村

ヱ
イ
子

【コメント】

お歌が大好きな芽

泉。いつも家族の

中心でみんなを笑

顔にしてくれてあ

りがとう。のびの

び成長してね！！

父 真 人 さん

母 朱 理 さん
あか り

ひ
と
す
ぢ
の
道
真
直
ぐ
に
夏
野
行
く

ま
っ

す

な
つ

の

ゆ

大

里

山

中

康

雄

つ
き
ぬ
け
し
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
や
夏
燕

佐

野

佐

伯

六

花

紫
陽
花
と
コ
ス
モ
ス
コ
ラ
ボ
花
の
色

塩

本

小

倉

俊

雄

短

歌

梅
雨
晴
れ
て
ひ
と
り
暮
ら
し
に
至
福
な
る

福
祉
の
バ
ス
で
買
物
ツ
ア
ー

大
戸
新
田

山

本

好

子

や ち よ 文 芸
樺

小野里 匡 斗 さん（中結城小６年）
お の さ と ま さ と

お父さん 隆 行 さん（瀬戸井）
たか ゆ き

大 好 き な 人

大

好

き

な

お

父

さ

ん

ぼ
く
の
好
き
な
人
は
、
お
父
さ
ん
で
す
。

お
父
さ
ん
は
い
つ
も
仕
事
か
ら
帰
っ

て
く
る
と
、

ど
ん
な
に
つ
か
れ
て
い
て
も
野
球
の
練
習
に
付
き

合
っ
て
く
れ
ま
す
。
ぼ
く
が
な
か
な
か
う
ま
く
い
か

な
い
と
き
で
も
、
少
し
厳
し
い
け
ど
最
後
ま
で
見
て

く
れ
ま
す
。
試
合
の
と
き
に
ぼ
く
が
い
い
プ
レ
イ
を

す
る
と
と
て
も
喜
ん
で
く
れ
ま
す
。
で
も
ミ
ス
を
し

た
と
き
は
と
て
も
お
こ
ら
れ
ま
す
。

野
球
だ
け
で
な
く
夏
は
ジ
ェ
ッ
ト
ス
キ
ー
、
冬
は

ス
キ
ー
な
ど
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
に
つ
れ
て
行
っ
て
く

れ
ま
す
。
そ
ん
な
お
父
さ
ん
が
ぼ
く
は
大
好
き
で
す
。

＊みんなの広場では、皆さんからの投稿をお待ちしています。

詳しくは、秘書課秘書広報係まで ℡ 48ー1111（内線3330）

樺

八
千
代
文
芸
俳
句
会
選

一
般
投
句

樺
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＋

６月６日に開催された第63回関東高等学校柔道大会に、

八千代高校柔道部が男子団体の部に初出場しました。

試合は１回戦で惜しくも敗れてしまいましたが、先鋒で

出場し１本勝ちを収めた大里恵佑主将は「日ごろから、部

の信条であるやるからにはすべてのことに全力で ！ を常

に忘れずに取り組んできました。勝ち上がれなかったのは

残念ですが、部員全員が八千代高校の柔道を見せてやると

臨み、思い切りできたので悔いはありません」と話してい

ました。八千代高校男子柔道部の皆さん

身体障害者スポーツ大会

小竹侑希さん

６月７日に千葉市で開催された第62回関東高等学校剣道大会の女子団体で、岩

瀬日本大学高校が第３位に入賞し、神山の小竹侑希さんが先鋒として出場しま
ゆう き

した。小竹さんは２年生で５月の大会からけがをした先輩の代わりに大会に出

場し、チームの勝利に貢献しました。３年生が引退した今は副キャプテンとし

てチームをまとめています。

小竹さんは「剣道は小学２年生のときに始めました。少年団の練習を見に行っ

てかっこいいなと思ったのがきっかけです。剣道の難しいところはモチベーショ

ンが低いと、普段なら勝てる相手でも負けてしまうところです」と話してくれ

ました。

関東大会第３位入賞に貢献

八千代高校が関東大会初出場

伊勢山の飯倉和枝さ

んのお宅でとてもきれ

いなユリの花が咲きま

した。飯倉さんは「４

年前から育てています

が、今年は例年の倍以

上の花が咲きました。

とても良いかおりがし

て心を癒してくれま

す」と話していました。飯倉さん宅で咲いたユリ

心、癒されてますか

８月３日から北海道帯広市で開催される第30回日本ク

ラブユースサッカー選手権（Ｕ-15）大会に出場が決まっ

た八千代一中３年の小竹龍也さんと東中３年の山口快さ

んが７月９日に役場を訪れ、大久保司町長や高橋昇教育

長、水垣正弘体育協会会長に出場の報告をしました。

小竹さんと山口さんはサッカーのクラブチームＦＣ古

河に所属。二人はともにミッドフィルダーで攻撃のかな

めとして活躍しています。出場にあたって二人は「まず

は１勝、目標は決勝トーナメント出場です」と話してい

ました。大久保町長は「二人の大会での活躍を期待して

います。精一杯がんばってください」と激励しました。

前列左端が小竹さん、右端が山口さん

クラブユースサッカー全国大会

に町内から２人が出場

７月１日、中央公民館で第33回八千代町身体

障害者スポーツ大会が開催されました。大会に

は町身体障害者福祉協会の会員41人が参加し、

パン食い競争

やゲートボー

ル競争、輪投

げ競争などを

行い、梅雨の

じめじめした

空気を忘れる

ひと時を過ご

しました。 パン食い競争をする参加者の皆さん
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(敬称略)

スポーツ大会の結果

スポーツファイル

■第26回茨城県空手道選手権大会

〔と き〕４月５日（日）

〔ところ〕那珂市総合公園

〔主 催〕日本空手協会茨城県本部

〔主な結果〕

団体戦一般 組手

優 勝 県西支部（久郷裕貴、猪ノ原哲也、宮本裕太）

一般男子Ｂ 形

準優勝 猪ノ原哲也

第３位 宮本裕太

一般男子Ｂ 組手

優 勝 猪ノ原哲也

準優勝 久郷裕貴

第３位 宮本裕太

■第29回古河市ミニバスケットボール交流大会

スプリングカップ（男子）

〔と き〕４月25日（土）・26日（日）

〔ところ〕古河市中央総合運動公園体育館ほか

〔主 催〕古河市ほか

〔主な結果〕

優 勝 八千代ＭＢＣ

優勝した八千代ＭＢＣの皆さん

■第15回会長杯さわやかグラウンド・ゴルフ大会兼

第28回全国グラウンド・ゴルフ交歓大会予選会

〔と き〕４月28日（火）

〔ところ〕笠松運動公園

〔主 催〕茨城県グラウンド・ゴルフ協会

〔主な結果〕

第１位 久保谷利子

第４位 中村富夫

第５位 草間勇

■第15回茨城県少年少女空手道選手権大会

〔と き〕５月２日（土）

〔ところ〕茨城県武道館

〔主 催〕茨城県空手道連盟

〔主な結果〕

形の部

１年生男子

準優勝 武井斗吾
とう ご

第３位 小林泰介

■第６回境ロータリークラブ選抜少年野球大会

〔と き〕５月４日（月）５日（火）６日（水）

〔ところ〕さしま環境センター野球場ほか

〔主 催〕境ロータリークラブ

〔主な結果〕

優 勝 安静ファイターズ

優勝した安静ファイターズの皆さん

広告

地元 八千代町のペンキ屋さん
一般建築塗装 ・各種吹付

新築 ・塗替え・一般住宅から倉

庫、アパート・内外装なんでも対

応ＯＫ

建築塗装一級技能士が施工 ！

些細な事でも相談してください

ご相談・お見積りは無料です!!

総 合 建設 塗 装業
茨城県知事許可（般-24）第27584号

(有) 八千代塗工
代表取締役 玉田宏保

八千代町平塚4737-37

℡０２９６-４９-２７９２

塗装工募集!!男女問わず（要普通免許）

広報やちよに広告を掲載しませんか ？

■掲載料金

１枠 縦45.5mm 横175mm １回 10,000円

1/2枠 縦45.5mm 横 85mm １回 5,000円

■申込方法など詳しくは

秘書課秘書広報係 ℡ 48－1111（内線3330）
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ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ

２０１５． ８． １ №５６７
発 行 八 千 代 町 役 場

℡ 48－１１１１ (代表)

お知らせ版
お
盆
期
間
中
は
次
の
施
設
が
休

館
と
な
り
ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

対
象
施
設

中
央
公
民
館
、
歴
史

民
俗
資
料
館
、
総
合
体
育
館
、
Ｂ

＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
、
体
育
セ
ン

タ
ー
、
町
民
公
園
受
付
業
務

休
館
期
間

８
月
13
日（

木）

～

17
日（

月）

※
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
は
事
前
に
予
約

し
た
方
の
み
利
用
で
き
ま
す
。

（

17

日
を
除
く）

中
央
公
民
館

48-

１
５
１
５

総
合
体
育
館

町
内
施
設
の
休
館
の
お
知

ら
せ

48-

２
４
６
９

歴
史
民
俗
資
料
館

48-

０
５
２
５

地
区
計
画
の
素
案
に
つ
い
て
、

皆
さ
ま
の
ご
意
見
を
い
た
だ
く
た

め
の
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時

８
月
19
日（

水）

午
後
７
時

場
所

前
山
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー

都
市
建
設
課
都
市
計
画
係

（
内
線
２
４
３
０）

専
門
家（

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー）

が

心
の
悩
み
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時

８
月
25
日（

火）
午
後
１

時
30
分
～
４
時

場
所

保
健
セ
ン
タ
ー

相
談
料

無
料

申
込
方
法

前
日
ま
で
に
電
話
で

予
約
を
し
て
く
だ
さ
い（

完
全
予

約
制
で
す）

保
健
セ
ン
タ
ー

48-

１
９
５
５

平
成
28
年
度
入
学
予
定
の
児
童

生
徒
の
う
ち
、
家
庭
の
事
情
な
ど

何
ら
か
の
理
由
に
よ
り
、
指
定
の

就
学
校
以
外
の
小
中
学
校（

私
立
・

県
立
学
校
を
含
む）

へ
の
入
学
を

希
望
す
る
児
童
生
徒
の
保
護
者
の

方
は
変
更
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

学
校
教
育
課
学
務
係

（

内
線
３
５
２
０）

茨
城
県
で
は
、
生
活
に
困
っ
て

い
る
、
仕
事
が
見
つ
か
ら
な
い
等

の
相
談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

専
門
の
支
援
員
が
解
決
に
向
け

た
支
援
を
行
い
ま
す
。

日
時

８
月
18
日（

火）

、
９
月
15

日（

火）

、
10
月
20
日（

火）

、
11

月
17
日（

火）

、
12
月
15
日（

火）

、

１
月
19
日（

火）

、２
月
16
日（
火）

、

３
月
15
日（

火）

午
前
10
時
～
午

後
３
時（

正
午
～
午
後
１
時
を
除

く）場
所

役
場
会
議
室

TEL

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

平
成
28
年
度
入
学
者
就
学

校
の
変
更
申
請
に
つ
い
て

相
談
料

無
料

申
込
方
法

前
日
ま
で
に
役
場
福

祉
保
健
課
社
会
福
祉
係（

内
線
１

２
１
０）

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

県
西
県
民
セ
ン
タ
ー
地
域
福
祉
室

０
２
８
０-

87-

０
２
２
４

農
振
地
域
内
の
農
用
地
を
農
業

以
外
に
使
用
す
る
場
合
は
、
農
振

地
域
か
ら
の
除
外
手
続
き
が
必
要

で
す
。
住
宅
建
築
等
の
計
画
が
あ

り
除
外
を
希
望
さ
れ
る
方
は
必
要

書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
受
付
は
９
月
と
３
月
の

年
２
回
の
み
と
な
り
ま
す
。
手
続

き
に
は
半
年
以
上
の
期
間
が
か
か

り
ま
す
の
で
計
画
的
な
手
続
き
を

お
願
い
し
ま
す
。

受
付
期
間

９
月
１
日（

火）

～

30
日（

水）

産
業
振
興
課
農
林
係

（

内
線
２
３
１
０）

木
造
住
宅
耐
震
診
断
士
が
住
宅

の
耐
震
診
断
を
行
い
ま
す
。

対
象
要
件

昭
和
56
年
５
月
31
日

以
前
に
建
築
確
認
を
受
け
た
木
造

住
宅
、
所
有
者
が
居
住
す
る
戸
建

住
宅
で
地
上
階
数
が
２
階
以
下
の

８月の納税等

町・県民税（第２期）

国民健康保険税（第３期）

介護保険料（第３期）

後期高齢者医療保険料（第２期）

納期は８月31日（月）です

税務課（内線1310）

福祉保健課（内線1230）

町民課（内線1121）

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事

業
の
巡
回
相
談
に
つ
い
て

農
業
振
興（

農
振）

地
域

の
除
外
手
続
き

住
宅
の
耐
震
診
断
を
し
ま

せ
ん
か

？

TEL

TEL

水道水の放射能測定結果をお知らせします

（検査日:７月15日 検査機関:（株）江東微生物研究所）
■「不検出」とは、測定結果が検出限界値（1Bq/kg以下）を下
回ったことを意味します。

■町の水道水に含まれている県西水道水の水質検査結果は、
茨城県企業局のホームページ（http://www.pref.ibaraki.
jp/bukyoku/kigyou/）で公表しています。

問い合わせ 上下水道課上水道係 ℡ 48-２０３７

採水場所 採水日 放射性セシウム（Bq/kg） 管理目標値

浄水場出口 ７月14日
不検出
不検出

10Bq/kg
134Cs
137Cs

木
造
住
宅（

ほ
か
に
も
要
件
が
あ

り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い）

自
己
負
担
金

１
件
当
た
り
２
０

０
０
円

派
遣
予
定
件
数

３
件

申
込
方
法

住
宅
の
建
築
時
期
が

分
か
る
書
類（

建
築
確
認
済
証
等）

を
持
参
の
う
え
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い

申
込
期
限

10
月
30
日（

金）

定

数
に
な
り
次
第
終
了

※
町
で
は
事
業
の
申
し
込
み
を
し

て
い
な
い
方
に
派
遣
や
あ
っ
せ
ん

等
は
行
っ

て
い
ま
せ
ん
。

都
市
建
設
課
都
市
計
画
係

（

内
線
２
４
３
０）

西
山
工
業
団
地
地
区
地
区

計
画
素
案
の
住
民
説
明
会

TEL

TEL
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申
込
期
限

８
月
20
日（

木）

※
持
ち
物
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、

申
込
者
に
後
日
通
知
し
ま
す
。

保
健
セ
ン
タ
ー

48-

１
９
５
５

９
月
10
日
の「

下
水
道
の
日」

に
ち
な
み
、
下
水
道
を
テ
ー
マ
に

し
た
標
語
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

提
出
先

上
下
水
道
課

提
出
期
限

９
月
２
日（

水）

※
募
集
の
詳
細
、
記
入
用
紙
は
中

央
公
民
館
、
図
書
館
、
上
下
水
道

課
に
あ
り
ま
す
。

上
下
水
道
課
下
水
道
係

48-

２
２
３
８

下
水
道
の
宅
内
配
管
工
事
を
行

う
に
は
、
排
水
設
備
主
任
技
術
者

の
資
格
が
必
要
で
す
。

試
験
日

10
月
22
日（
木）

講
習
日

９
月
17
日（

木）

場
所

ホ
テ
ル
マ
ロ
ウ
ド
筑
波

（

土
浦
市）

申
込
期
限

８
月
14
日（

金）

上
下
水
道
課
下
水
道
係

48-

２
２
３
８

【

オ
ー
プ
ン
混
合
ダ
ブ
ル
ス
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
大
会】

日
時

９
月
６
日（

日）

受
付
午

前
８
時
30
分

場
所

総
合
体
育
館

種
目

混
合
ダ
ブ
ル
ス

参
加
費

１
人
１
２
５
０
円

申
込
期
限

８
月
25
日（

火）

午

後
３
時

【

第
41
回
町
民
歩
く
会】

日
時

９
月
13
日（

日）

受
付
午

前
４
時
、開
会
式
午
前
４
時
30
分
、

出
発
午
前
５
時（

小
雨
の
場
合
で

も
集
合
願
い
ま
す）

集
合
場
所

総
合
体
育
館

コ
ー
ス

総
合
体
育
館
～
高
道
祖

TELTEL

総
合
体
育
館
か
ら
の
お
知

ら
せ

８月の高齢者相談

介護、福祉などに関するご

相談をお寄せください。

【相談日】８月19日（水）

午前８時30分～午後５時

地域包括支援センター

30-２４００（直通）TEL

排
水
設
備
主
任
技
術
者
試

験

下
水
道
促
進
週
間
コ
ン

ク
ー
ル「

標
語」

募
集

TEL

戦没者等のご遺族の皆さまへ

戦没者等の遺族に対する特別弔慰金（第10回特別弔慰金）が支給されます。

支給の対象者 平成27年４月１日において、恩給法による公務扶助料や戦傷病者戦没者遺族等援護法による遺

族年金等を受ける方（戦没者等の妻や父母等）がいない場合に、次の順番でもっとも先の順位

にあたるご遺族お一人に特別弔慰金が支給されます。

戦没者の当時のご遺族で

１．平成27年４月１日までに戦傷病者戦没者遺族等援護法による弔慰金の受給権を取得した方

２．戦没者等の子

３．戦没者等と生計関係を有していた①父母②孫③祖父母④兄弟姉妹

４．上記１から３以外の戦没者等の三親等内の親族（甥、姪等）

支給内容 額面25万円、５年償還の記名国債

請求受付期間 地区ごとに定められた期間に福祉保健課

で請求をしてください。

※指定された期間に請求ができない方は、平成30年４月

２日までに手続きをしてください。

問い合わせ

福祉保健課社会福祉係 内線１２１１

地 区 受付期間

西豊田 ９月１日（火）～30日（水）

安 静 10月１日（木）～30日（金）

中結城 11月２日（月）～30日（月）

下結城
川 西

12月１日（火）～25日（金）

地 区別 受 付期 間

神
社
～
筑
波
山
神
社

参
加
費

７
０
０
円

申
込
期
間

８
月
18
日（

火）

～

９
月
12
日（

土）

午
前
９
時
～
午

後
４
時

※
当
日
は
、
各
自
朝
食
と
昼
食
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
小
学
生
は
で
き
る
だ
け
保
護
者

同
伴
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

総
合
体
育
館（

月
曜
日
休
館）

48-

２
４
６
９

認
知
症
や
運
動
器
障
害
の
要
因

と
な
る
低
栄
養
状
態
を
予
防
す
る

た
め
の
教
室
を
開
催
し
ま
す
。
参

加
費
は
無
料
で
す
。

日
時

９
月
30
日（

水）

午
前
９

時
～
午
後
１
時
を
予
定

場
所

中
央
公
民
館

対
象

町
内
在
住
の
方

内
容

調
理
実
習

そ
の
他

定
員

30
人（

先
着
順）

低
栄
養
・
認
知
症
予
防
教

室
参
加
者
募
集

TEL

申
込

申
込
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●

報

告

◇
土
地
開
発
公
社
平
成
27
年
度
事

業
計
画
及
び
平
成
26
年
度
決
算

地
方
自
治
法
の
規
定
に
よ
り
、

事
業
計
画
及
び
決
算
を
報
告
す
る

も
の
で
す
。

■発行／八千代町議会

■編集／議会だより編集委員会№１５８

６月定例会

平成27年第２回定例会は、６月３日から９日までの７日間の日程で開催されました。

この定例会では、議員提出議案１件のほか、町執行部より報告５件と平成27年度一般会計補正予算など７議

案が提案され、審議の結果、すべての議案を原案のとおり可決しました。

一般質問は、６月９日に行われ、７人の議員が登壇し、町の方針をただしました。

平成２７年度一般会計補正予算 総額７４億２千７２４万６千円に

会
計
予
算
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算

書
昨
年
度
の
予
算
の
う
ち
、
鬼
怒

小
貝
流
域
下
水
道
事
業
建
設
負
担

金
、
１
４
０
万
円
を
今
年
度
に
繰

り
越
す
も
の
で
す
。

◇
平
成
26
年
度
一
般
会
計
予
算
繰

越
明
許
費
繰
越
計
算
書

昨
年
度
の
予
算
の
う
ち
、
人
口

ビ
ジ
ョ
ン
及
び
総
合
戦
略
策
定
事

業
、
医
療
費
助
成（

マ
ル
福）

事

業
、
安
心
こ
ど
も
支
援
事
業
施
設

整
備
事
業
、
出
産
子
育
て
奨
励
金

支
給
事
業
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予

防
接
種
補
助
事
業
、
被
災
農
業
者

向
け
経
営
体
育
成
支
援
事
業
、
プ

レ
ミ
ア
ム
商
品
券
発
行
事
業
、
観

光
振
興
事
業
、
保
留
地
販
売
・
定

住
促
進
事
業
、
防
火
貯
水
槽
撤
去

工
事
の
計
10
件
、
総
額
２
億
８
千

２
０
９
万
７
千
円
を
今
年
度
に
繰

り
越
す
も
の
で
す
。

◇
平
成
26
年
度
中
央
土
地
区
画
整

理
事
業
特
別
会
計
予
算
繰
越
明
許

費
繰
越
計
算
書

昨
年
度
の
予
算
の
う
ち
、
家
屋

物
件
移
転
補
償
、
盛
土
整
地
工
事

請
負
の
２
件
、
合
計
８
千
７
６
５

万
２
千
円
を
今
年
度
に
繰
り
越
す

も
の
で
す
。

◇
平
成
26
年
度
農
業
集
落
排
水
事

業
特
別
会
計
予
算
繰
越
明
許
費
繰

越
計
算
書

昨
年
度
の
予
算
の
う
ち
、
中
結

城
東
部
地
区
農
業
集
落
排
水
事

業
、
１
５
０
万
円
を
今
年
度
に
繰

り
越
す
も
の
で
す
。

◇
平
成
26
年
度
下
水
道
事
業
特
別

●

議
員
提
出
議
案

◇
手
話
言
語
法（

仮
称）

制
定
を

求
め
る
意
見
書
の
提
出

手
話
と
は
、
日
本
語
を
音
声
で

は
な
く
、
手
や
指
、
体
の
動
き
や

顔
の
表
情
な
ど
を
使
っ
て
表
現
す

る
独
自
の
語
彙
や
文
法
体
系
を
持

つ
言
語
で
あ
り
ま
す
。
手
話
が
音

声
言
語
と
対
等
な
言
語
で
あ
る
こ

と
を
広
く
国
民
に
広
め
、
聞
こ
え

な
い
子
ど
も
が
手
話
を
身
に
つ

け
、
手
話
で
学
び
、
自
由
に
手
話

を
使
い
、
さ
ら
に
は
手
話
を
言
語

と
し
て
普
及
、
研
究
す
る
こ
と
の

で
き
る
環
境
整
備
を
目
的
と
し
た

手
話
言
語
法（

仮
称）
の
制
定
を

求
め
る
も
の
で
す
。

【

意
見
書
提
出
先】

内
閣
総
理
大
臣

総
務
大
臣

厚
生
労
働
大
臣

内
閣
官
房
長
官

衆
議
院
議
長

参
議
院
議
長

●

専
決
処
分
事
項
承
認

◇
税
条
例
等
の
一
部
改
正

地
方
税
法
等
の
一
部
改
正
に
伴

う
も
の
で
、
主
な
改
正
点
は
、
①

個
人
住
民
税
に
お
け
る
住
宅
ロ
ー

ン
減
税
の
拡
充
等
の
措
置
に
つ
い

て
、対
象
期
間
を
１
年
半
延
長
。②

土
地
に
対
す
る
固
定
資
産
税
等
の

負
担
調
整
措
置
に
つ
い
て
、
現
行

の
仕
組
み
を
３
年
延
長
。
③
一
定

の
環
境
性
能
を
有
す
る
軽
四
輪
等

に
つ
い
て
、
グ
リ
ー
ン
化
特
例
を

導
入
す
る
も
の
及
び
、
二
輪
車
に

係
る
税
率
の
引
上
げ
時
期
を
平
成

28
年
４
月
１
日
に
１
年
間
延

長
。
④
旧
３
級
品
の
た
ば
こ
に
係

る
特
例
税
率
を
平
成
31
年
４
月
１

日
ま
で
に
４
段
階
で
縮
減
・
廃

止
⑤
確
定
申
告
が
不
要
な
給
与
所

得
者
等
が
、
ふ
る
さ
と
納
税
を
行

う
場
合
に
、
申
告
手
続
を
簡
素
化

す
る
た
め「

ふ
る
さ
と
納
税
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
特
例」

を
創
設
す
る
も

の
で
す
。

◇
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部

改
正

地
方
税
法
等
の
一
部
改
正
に
伴

う
も
の
で
、
主
な
改
正
点
は
、
①

中
間
所
得
者
層
の
負
担
に
配
慮
し

た
課
税
限
度
額
の
引
き
上
げ
。
②

低
所
得
者
の
軽
減
措
置
の
対
象
拡

大
の
た
め
の
軽
減
判
定
所
得
を
引

き
上
げ
る
も
の
で
す
。

◇
平
成
26
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算（

第
６
号）

８
千
８
９
３
万
６
千
円
を
、
平

成
27
年
度
予
算
に
繰
越
す
る
も
の

で
、
主
な
内
容
は
、
人
口
ビ
ジ
ョ

ン
及
び
総
合
戦
略
策
定
事
業
、
医

療
費
助
成（

マ
ル
福）

事
業
、
プ

レ
ミ
ア
ム
商
品
券
発
行
事
業
で

す
。

●

条

例

◇
介
護
保
険
条
例
等
の
一
部
改
正

低
所
得
者
の
保
険
料
軽
減
強
化

を
行
う
も
の
で
、
第
１
段
階
の
保

険
料
基
準
額
を
年
額
２
万
７
千
５

４
０
円
と
す
る
も
の
で
す
。

●

補
正
予
算

◇
平
成
27
年
度
一
般
会
計

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
千
６
７

５
万
４
千
円
を
減
額
し
、
予
算
総

額
を
74
億
２
千
７
２
４
万
６
千
円

と
す
る
も
の
で
す
。

主
な
内
容
は
、
地
域
活
性
化
・

地
域
住
民
生
活
等
緊
急
支
援
交
付
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○・・・賛成 Ｘ・・・反対

第２回定例会における議案等の審議結果

※今定例会で審議された議案等のうち、意見の分かれた案件のみ、上記の一覧表に掲載しています。なお、記載のない議案

等については、「全会一致（全員が賛成）で可決または承認」しています。審議の詳しい内容は、議会のホームページの会

議録（８月下旬頃掲載予定）をご覧ください。

審 議 内 容

議席 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 11 12 14 議
長

審
議
結
果

国
府
田
利
明

大
里

岳
史

廣
瀬

賢
一

大
久
保
弘
子

上
野

政
男

中
山

勝
三

生
井

和
巳

相
沢

政
信

大
久
保

武

小
島

由
久

宮
本

直
志

湯
本

直

水
垣

正
弘

八千代町税条例等の一部を改正する条例の専決処分事項の

承認を求めることについて
可決 ○ ○ ○ Ｘ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

八千代町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の専決

処分事項の承認を求めることについて
可決 ○ ○ ○ Ｘ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

●

そ
の
他

◇
町
道
路
線
の
廃
止
と
認
定

理
化
工
業
株
式
会
社
の
開
発
に

伴
い
、
佐
野
地
内
の
１
路
線
を
変

更
す
る
も
の
で
す
。

●

請
願
審
議
結
果

◇
手
話
言
語
法
制
定
を
求
め
る
意

見
書
の
提
出
を
求
め
る
こ
と
に
関

す
る
請
願

【

請
願
者】

下
妻
市
聴
覚
障
害
者
協
会

吉
村

浩
子
さ
ん

【

審
議
結
果：

採
択】

金
事
業
に
関
係
す
る
も
の
で
、
平

成
27
年
度
当
初
予
算
に
計
上
し
た

後
、
平
成
26
年
度
補
正
予
算
に
前

倒
し
で
計
上
し
た
こ
と
に
よ
り
、

重
複
計
上
に
な
っ
た
も
の
を
減
額

す
る
も
の
で
す
。

議
会
を
傍
聴
し
ま
せ
ん
か

？

次
の
定
例
会
は
９
月
に
行
い
ま
す
。
詳
し
い
日
程
は
８
月
末
に
議
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

傍
聴
席
は
40
席
あ
り
、
簡
単
な
受
付
で
傍
聴
が
で
き
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【

問
合
せ】

議
会
事
務
局

Ｔ
Ｅ
Ｌ（

48）

１
１
１
１（

内
線
４
１
１
０）

受付簿に住所と氏名を記入し

傍聴券を取り入場してください

傍聴席から見た議場の様子

町の意思を決定するた

めに議会に与えられた最

も基本的な権限です。

町政を進めていくうえで重要な案件につい

ては、町議会の決定が必要です。これを「議

決」といいます。町議会が議決する主なもの

は次のとおりです。

・条例を制定・改正・廃止すること。

・予算を定め、決算を認めること。

・工事や不動産の売買などの重要な契約を認

めること。

・副町長・教育委員・監査委員などの選任に

当ること。

議会の豆知識

議 決
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診
療
所
の
診
察
時
間
延
長
を

診
療
所
の
診
療
時
間
が
４
月
か

ら
削
減
さ
れ
、
受
診
さ
れ
て
い
た

方
が
、
大
変
不
便
な
思
い
を
し
て

い
ま
す
。
以
前
の
診
療
時
間
に
戻

す
よ
う
町
か
ら
要
望
す
べ
き
だ
と

思
い
ま
す
が
、
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。

福
祉
保
健
課
長

３
月
ま
で
の
診

療
体
制
か
ら
火
曜
日
の
診
療
日
が

削
減
さ
れ
、
午
後
の
診
察
も
削
減

さ
れ
て
い
る
状
況
で
あ
り
ま
す
。

本
町
の
医
療
機
関
は
、
隣
接
市
町

に
比
較
し
て
少
な
い
た
め
、
町
民

が
安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
に
は
、

医
療
機
関
の
確
保
が
必
要
で
あ
る

と
思
い
ま
す
の
で
、
八
千
代
診
療

所
の
診
療
時
間
を
延
長
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
な
対
応
が
重
要
で
あ

る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

町

長

平
成
27
年
２
月
に
茨
城

西
南
医
療
セ
ン
タ
ー
病
院
長
に
、

水
垣
議
長
と
と
も
に
診
療
体
制
の

継
続
を
要
望
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

そ
の
結
果
、
従
来
ど
お
り
第
１
・

第
３
土
曜
日
の
午
前
中
に
つ
い
て

も
診
療
を
継
続
い
た
だ
け
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

今
後
と
も
、
診
療
時
間
の
延
長

に
つ
き
ま
し
て
要
望
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

議
会
議
員
の
報
酬
を
減
ら
し
、

定
数
を
増
や
す
よ
う
な
考
え
は
あ

る
の
か
お
伺
い
し
ま
す
。

総
務
課
長

定
数
及
び
報
酬
に
関

し
て
は
、
地
方
自
治
法
の
規
定
に

よ
り
、
条
例
で
定
め
る
こ
と
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

現
行
の
条
例
は
、
こ
れ
ま
で
行

財
政
改
革
を
進
め
る
中
で
検
討
を

重
ね
て
き
た
も
の
で
あ
り
、
県
内

の
自
治
体
と
比
較
し
ま
し
て
も
、

廣瀬 賢一議員

町
政
を
問
う

！

一
般
質
問
７
名
が
登
壇

生井 和巳議員

日
本
年
金
機
構
へ
の
不
正
ア
ク

セ
ス
に
よ
り
、
大
量
の
年
金
情
報

が
流
出
し
ま
し
た
。
個
人
情
報
の

漏
え
い
、
流
出
が
発
生
す
れ
ば
、

個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
重
大
な

影
響
が
あ
り
、
慎
重
か
つ
厳
格
な

対
応
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
制
度
の
施
行
を
目
前
に
ど

の
よ
う
な
対
策
を
と
る
の
か
お
聞

か
せ
願
い
ま
す
。

税
務
課
長

当
町
に
お
き
ま
し
て

は
、
組
織
内
の
情
報
セ
キ
ュ

リ

テ
ィ

を
確
保
す
る
た
め
の
方
針

や
、
手
順
等
を
包
括
的
に
定
め
た

「

八
千
代
町
情
報
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ

ポ
リ
シ
ー」

が
ご
ざ
い
ま
す
。
こ

の
中
に
は
、
高
度
情
報
化
社
会
の

進
展
に
伴
う
個
人
情
報
の
流
出
事

故
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
改
ざ
ん
、

コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ウ
イ
ル
ス
侵
入
等

の
発
生
を
想
定
し
、
事
故
の
未
然

防
止
、
事
故
発
生
の
際
の
復
旧
対

情
報
流
出
に
対
す
る
危
機
管
理
は

策
な
ど
、
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
基

盤
の
強
化
を
図
る
べ
く
、
必
要
な

対
策
等
が
講
じ
ら
れ
て
い
ま
す
の

で
、
職
員
等
の
遵
守
義
務
の
認
識

と
と
も
に
、
危
機
管
理
対
策
を
積

極
的
に
進
め
て
い
ま
す
。

税
務
課
で
は
、
大
量
か
つ
重
要

な
個
人
情
報
を
管
理
し
て
い
ま
す

の
で
、改
め
て
一
人
の
不
注
意
が
、

情
報
シ
ス
テ
ム
全
体
を
危
険
に
さ

ら
し
、
個
人
情
報
の
流
出
に
つ
な

が
り
か
ね
な
い
こ
と
を
自
覚
し
、

慎
重
に
対
処
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

町
民
課
長

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
、

住
民
票
を
基
礎
に
し
て
生
成
さ

れ
、
住
民
基
本
台
帳
シ
ス
テ
ム
で

管
理
し
、
情
報
提
供
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
通
じ
て
運
用
さ
れ
ま
す
が
、

両
方
と
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
つ

な
が
ら
な
い
回
線
で
構
築
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
、
直
接
外
か
ら
の
ウ

イ
ル
ス
攻
撃
を
受
け
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
下

に
お
け
る
個
人
情
報
の
取
扱
い

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
機
関
が
情
報
を

保
有
し
、
他
の
機
関
の
情
報
を
必

要
と
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
都
度

情
報
の
や
り
取
り
を
す
る
分
散
管

理
の
方
法
を
と
る
た
め
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
に
紐
付
く
情
報
が
一
度
に

漏
え
い
す
る
こ
と
は
な
い
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

な
お
、
平
成
28
年
１
月
か
ら
順

次
、
町
よ
り
個
人
番
号
カ
ー
ド
が

交
付
さ
れ
ま
す
。
交
付
の
際
に
は

本
人
確
認
を
慎
重
に
行
い
、
誤
交

付
を
し
な
い
よ
う
確
実
に
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

福
祉
保
健
課
長

マ
イ
ナ
ン
バ
ー

制
度
を
導
入
す
る
に
あ
た
っ

て

は
、
個
人
番
号
の
漏
え
い
、
滅
失

ま
た
は
毀
損
の
防
止
、
そ
の
他
の

個
人
番
号
の
適
切
な
管
理
の
た
め

に
特
定
個
人
情
報
に
関
す
る
安
全

管
理
措
置
を
関
係
各
課
で
検
討
し

て
お
り
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
個

人
番
号
を
取
り
扱
う
事
務
の
範
囲

の
明
確
化
、
特
定
個
人
情
報
等
の

範
囲
の
明
確
化
、
事
務
取
扱
担
当

者
の
明
確
化
、
基
本
方
針
の
策
定

及
び
取
扱
規
定
の
見
直
し
等
で

す
。

万全の対策が望まれる

八千代診療所
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小島 由久議員

業
者
に
も
大
変
有
効
な
事
業
と

な
っ

て
お
り
、
是
非
、
こ
れ
を
契

機
と
し
て
町
内
で
の
消
費
の
喚
起

と
町
の
活
性
化
が
図
れ
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の

有
効
期
間
は
、
６
月
28
日
か
ら
11

月
30
日
ま
で
と
な
っ

て
い
ま
す
。

商
品
券
を
発
行
す
る
場
合
、
６
カ

月
を
超
え
る
場
合
は
国
へ
申
請
を

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ

の
範
囲
内
で
設
定
し
ま
し
た
。
商

品
券
は
有
効
期
間
を
過
ぎ
た
場

合
、
使
用
で
き
な
く
な
り
ま
す
の

で
、
期
間
が
終
了
近
く
に
な
り
ま

し
た
ら
広
報
や
ち
よ
や
チ
ラ
シ
等

で
、
商
品
券
の
使
用
を
促
す
周
知

を
考
え
て
お
り
ま
す
。

い
ば
ら
き
シ
ニ
ア
カ
ー
ド
の
交

付
対
象
者
で
あ
る
65
歳
以
上
の
方

は
、
何
人
い
る
の
か
。
ま
た
、
い

ば
ら
き
キ
ッ

ズ
ク
ラ
ブ
カ
ー
ド
を

保
育
所
や
幼
稚
園
、
小
中
高
等
学

校
等
に
配
布
し
て
い
る
の
か
伺
い

ま
す
。
こ
の
カ
ー
ド
は
、
そ
れ
ぞ

れ
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
を
割
引
で

購
入
で
き
る
の
で
、
多
く
の
方
が

利
用
で
き
る
よ
う
、
Ｐ
Ｒ
に
取
り

組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

福
祉
保
健
課
長

65
歳
以
上
の
方

は
、
６
月
１
日
現
在
で
５
千
８
５

６
人
で
す
が
、
５
月
31
日
ま
で
に

９
４
２
枚
の
シ
ニ
ア
カ
ー
ド
を
交

付
し
て
い
ま
す
。
Ｐ
Ｒ
に
つ
い
て

は
、
広
報
紙
や
介
護
保
険
料
の
通

知
に
チ
ラ
シ
を
同
封
す
る
な
ど
、

引
き
続
き
努
め
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
い
ば
ら
き
キ
ッ
ズ
ク
ラ

ブ
カ
ー
ド
に
つ
い
て
も
、
児
童
手

当
の
受
給
者
に
対
し
て
、
通
知
を

送
付
す
る
際
に
、
い
ば
ら
き
キ
ッ

ズ
ク
ラ
ブ
カ
ー
ド
と
プ
レ
ミ
ア
ム

商
品
券
に
つ
い
て
の
チ
ラ
シ
を
同

封
し
、
制
度
の
一
層
の
周
知
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

町

長

自
身
の
健
康
増
進
や
引

き
こ
も
り
防
止
を
目
的
と
し
た
高

齢
者
優
待
制
度
、
子
育
て
が
楽
し

い
と
感
じ
ら
れ
る
環
境
づ
く
り
を

進
め
る
い
ば
ら
き
子
育
て
家
庭
優

待
制
度
を
多
く
の
方
に
活
用
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
今
後
と
も

一
層
の
推
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。
な
お
、
平
成
19
年
に
子
育
て

家
庭
優
待
制
度
が
開
始
さ
れ
た
際

に
は
、
各
学
校
等
を
通
じ
て
、
18

歳
以
下
の
お
子
さ
ん
の
い
る
家
庭

に
、
い
ば
ら
き
キ
ッ

ズ
ク
ラ
ブ

カ
ー
ド
を
配
布
し
て
い
ま
す
。

町
長
が
去
年
の
８
月
、
憩
遊
館

で
行
わ
れ
た
歌
謡
シ
ョ

ー
に
お
い

て
、
一
般
女
性
に
対
し
、
み
だ
ら

な
行
為
を
し
た
と
い
う
こ
と
で
下

妻
警
察
署
に
告
訴
さ
れ
て
い
る
の

は
本
当
で
す
か
。
町
民
は
も
と
よ

り
、
近
隣
市
町
村
も
注
目
し
て
い

る
問
題
で
あ
り
ま
す
の
で
、
町
民

に
対
し
明
確
な
説
明
を
お
願
い
し

ま
す
。

町

長

私
個
人
の
こ
と
で
す
の

で
、
発
言
は
差
し
控
え
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

町
長
の
告
訴
問
題
に

つ
い
て

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
は
、
町
民

の
購
買
意
欲
を
喚
起
し
、
地
域
商

業
の
活
性
化
や
地
域
経
済
の
振
興

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
が
、
当
町

に
お
い
て
は
ど
の
よ
う
な
効
果
が

あ
る
の
か
。
ま
た
、
何
ら
か
の
事

情
で
期
間
内
に
使
用
で
き
な
い
場

合
は
、
無
効
と
な
り
紙
く
ず
と
な

る
の
か
、
期
限
が
過
ぎ
て
も
使
用

で
き
る
の
か
伺
い
ま
す
。

町

長

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

は
、
町
内
限
定
で
使
用
で
き
る
も

の
で
す
の
で
、
販
売
す
る
１
万
１

千
５
０
０
セ
ッ
ト
が
す
べ
て
利
用

さ
れ
る
と
、
約
１
億
５
千
万
円
が

消
費
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
そ
れ

以
上
の
２
億
円
を
超
え
る
経
済
効

果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
町

内
の
商
工
業
者
の
方
も
、
プ
レ
ミ

ア
ム
商
品
券
の
利
用
を
き
っ

か
け

に
消
費
が
よ
り
拡
大
す
る
と
考
え

て
い
ま
す
。
消
費
者
と
共
に
商
工

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

の
効
果
は

妥
当
な
も
の
と
認
識
し
て
お
り
ま

す
。玄

関
で
の
総
合
案
内
、
各
課
窓

口
の
受
付
応
対
に
つ
い
て
、
ど
の

よ
う
な
指
導
を
し
て
い
る
の
か
お

聞
き
し
ま
す
。

町
民
課
長

総
合
案
内
で
は
、
来

庁
さ
れ
た
お
客
様
に
ご
用
件
を
伺

い
、
該
当
す
る
担
当
課
の
ご
案
内

を
し
て
い
ま
す
。
そ
の
際
、
お
客

様
に
与
え
る
第
一
印
象
が
大
変
重

要
で
あ
り
、
町
民
サ
ー
ビ
ス
の
基

本
と
な
り
ま
す
の
で
、
職
員
一
同

明
る
く
、
さ
わ
や
か
に
応
対
す
る

よ
う
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

各
課
に
お
き
ま
し
て
も
、
窓
口

に
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
お
客
様
か
ら

職
員
が
ご
用
件
を
伺
い
、
丁
寧
な

応
対
に
努
め
て
お
り
ま
す
。
時
間

帯
や
曜
日
に
よ
っ
て
は
混
雑
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
よ
う

な
と
き
で
も
お
客
様
を
あ
ま
り
お

待
た
せ
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
速

や
か
な
応
対
に
心
が
け
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
職
員
が
何
気

な
く
行
っ
て
い
る
動
作
で
も
、
お

客
様
が
ぞ
ん
ざ
い
だ
と
感
じ
、
気

分
や
感
情
に
影
響
を
与
え
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
の
で
、
自
分
の
言
動

が
お
客
様
に
ど
う
写
っ
て
い
る
か

を
考
え
な
が
ら
お
客
様
と
接
す
る

よ
う
指
導
し
て
お
り
ま
す
。

大里 岳史議員

地域経済の活性化を
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東
京
一
極
集
中
の
流
れ
に
よ
る

地
方
の
人
口
減
少
を
背
景
に
、
空

き
家
の
増
加
は
大
き
な
問
題
と

な
っ

て
お
り
ま
す
。
こ
う
し
た
こ

と
を
受
け
、
空
き
家
対
策
特
別
措

置
法
が
全
面
施
行
さ
れ
ま
し
た

が
、当
町
の
空
き
家
の
数
や
苦
情
、

条
例
と
の
整
合
性
に
つ
い
て
お
伺

い
し
ま
す
。
ま
た
、
空
き
家
の
増

加
は
、
今
後
も
続
く
も
の
と
思
わ

れ
ま
す
。
撤
去
だ
け
を
考
え
る
の

で
は
な
く
、
地
域
で
の
集
い
や
都

市
圏
か
ら
の
移
住
・
交
流
に
利
活

用
す
る
こ
と
も
必
要
だ
と
思
い
ま

す
が
、
執
行
部
の
見
解
を
お
聞
き

し
ま
す
。

生
活
環
境
課
長

空
き
家
の
数

は
、４
月
１
日
現
在
で
76
棟
で
す
。

昨
年
度
の
苦
情
件
数
は
、
雑
草
に

つ
い
て
の
苦
情
が
４
件
、
瓦
や
外

壁
の
飛
散
が
２
件
、
倒
壊
の
恐
れ

が
１
件
あ
り
ま
し
た
。
４
件
が
指

導
に
よ
り
改
善
さ
れ
、
改
善
さ
れ

て
い
な
い
案
件
に
つ
い
て
は
、
引

き
続
き
指
導
を
行
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
ま
た
、
特
別
措
置
法
は
、

特
定
空
き
家
等
に
対
し
て
市
町
村

長
が
命
令
を
行
な
う
場
合
に
助

言
・
指
導
、
勧
告
、
命
令
と
い
う

３
ス
テ
ッ

プ
に
よ
る
、
最
低
限
踏

む
べ
き
手
続
き
を
定
め
て
い
ま

す
。
当
町
の
条
例
に
は
、
対
象
が

特
定
空
き
家
等
で
は
な
く
、
管
理

不
全
の
状
態
の
空
き
家
等
を
対
象

と
し
て
い
ま
す
が
、
先
程
の
３
ス

テ
ッ

プ
に
よ
る
手
続
き
を
し
て
い

ま
す
の
で
整
合
性
は
と
れ
て
い
る

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

町
で
把
握
し
て
い
る
空
き
家

に
、
修
繕
等
が
全
く
必
要
無
く
利

用
で
き
る
物
件
は
、
ほ
と
ん
ど
無

い
状
況
で
す
の
で
、
有
効
活
用
の

検
討
よ
り
も
、
適
正
管
理
の
指
導

に
力
を
入
れ
て
い
く
必
要
性
の
方

が
高
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

町

長

空
き
家
バ
ン
ク
や
定
住

促
進
住
宅
な
ど
は
、
空
き
家
を
減

ら
す
う
え
で
と
て
も
有
効
で
あ
る

と
思
わ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
あ
く

ま
で
も
空
き
家
は
個
人
の
所
有
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
調
整
が
必
要
で

あ
る
こ
と
、
ま
た
、
こ
れ
ら
の
施

策
で
本
当
に
当
町
の
空
き
家
問
題

が
解
決
で
き
る
の
か
も
含
め
て
、

空
き
家
の
有
効
活
用
を

町
長
に
対
す
る
告
訴
問
題
が
、

多
く
の
町
民
に
動
揺
を
与
え
て
い

ま
す
。
町
政
へ
の
信
頼
が
損
な
わ

れ
る
事
態
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に

対
し
、
説
明
願
い
ま
す
。
ま
た
、

改
め
て
セ
ク
ハ
ラ
、
パ
ワ
ハ
ラ
、

又
は
Ｄ
Ｖ
に
対
す
る
認
識
を
お
聞

き
し
ま
す
。

副
町
長

現
時
点
で
私
に
は
何
の

情
報
も
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
コ
メ

ン
ト
す
べ
き
で
は
な
い
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
セ
ク
ハ
ラ
、
パ
ワ
ハ

ラ
な
ど
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ

と
で
す
の
で
、
常
日
頃
、
全
職
員

に
対
し
て
周
知
徹
底
を
図
っ

て
い

ま
す
。

町

長

先
ほ
ど
大
里
議
員
に
答

弁
し
た
と
お
り
で
す
。

当
町
で
は
、
地
方
創
生
を
ど
の

よ
う
に
受
け
止
め
て
い
ま
す
か
。

ま
た
、
地
方
創
生
人
材
支
援
制
度

を
活
用
し
、
県
内
３
市
に
首
長
の

補
佐
役
と
し
て
人
材
派
遣
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
当
町
で
取
り
組

む
予
定
が
あ
る
の
か
お
伺
い
し
ま

す
。

企
画
財
政
課
長

地
方
創
生
は
、

国
・
地
方
が
一
体
と
な
っ
て
取
り

組
む
べ
き
課
題
で
あ
り
、
そ
れ
に

は
地
方
が
主
役
と
な
り
進
め
る
べ

き
も
の
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
地

方
創
生
推
進
に
当
た
り
、
国
や
民

間
の
人
材
を
利
用
し
て
、
創
生
に

励
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
制

度
で
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。
11
月

に
地
方
創
生
法
が
施
行
さ
れ
て
具

体
的
に
始
ま
っ

た
の
が
11
月
の

末
、
こ
の
申
込
み
は
11
月
に
入
っ

て
す
ぐ
で
、
当
町
で
は
、
現
実
的

に
は
見
送
っ

た
経
過
が
あ
り
ま

す
。
人
材
派
遣
が
行
わ
れ
た
３
市

は
、
従
前
よ
り
人
口
減
少
に
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
是
非
と

も
支
援
を
い
た
だ
き
た
い
と
い
う

形
で
、
派
遣
さ
れ
た
状
況
で
す
。

町

長

少
子
・
高
齢
化
の
進
展

に
的
確
に
対
応
し
、
人
口
の
減
少

に
歯
止
め
を
か
け
る
と
と
も
に
、

将
来
に
わ
た
っ
て
活
力
あ
る
日
本

社
会
を
維
持
す
る
た
め
に
、
国
・

地
方
が
一
体
と
な
っ

て
、
取
り
組

地
方
創
生
へ
の
取
組
は

む
べ
き
課
題
で
あ
り
ま
す
の
で
、

当
町
に
お
き
ま
し
て
も
、
人
口
減

少
対
策
に
積
極
的
に
取
り
組
み
ま

し
て
、
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を

今
後
と
も
進
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

合
併
及
び
定
住
自
立
圏
に
対
す

る
考
え
を
お
聞
き
し
ま
す
。

副
町
長

県
内
の
状
況
や
近
隣
の

自
治
体
の
動
向
を
注
視
し
、
地
域

連
携
に
つ
い
て
の
検
討
を
行
い
ま

し
て
、
総
合
戦
略
を
策
定
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

町

長

４
市
町
村
に
よ
る
合
併

協
議
会
が
解
散
と
な
っ
た
後
、
創

意
工
夫
を
凝
ら
し
な
が
ら
、
徹
底

し
た
行
財
政
改
革
を
進
め
、
簡
素

で
効
率
的
な
行
財
政
の
構
築
を
目

指
し
て
き
ま
し
た
。
今
後
と
も
、

更
な
る
事
務
事
業
の
効
率
化
に
努

め
、
住
民
福
祉
の
増
進
を
図
り
な

が
ら「

単
独
自
立
・
顔
の
見
え
る

ま
ち
づ
く
り」

に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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再
計
算
を
行
わ
な
い
こ
と
に
よ

り
、
税
制
的
に
優
遇
さ
れ
て
い
た

方
の
一
部
に
保
育
料
が
上
が
る
方

も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
が
、
町
民

税
は
、被
扶
養
者
の
数
に
応
じ
て
、

所
得
割
の
非
課
税
限
度
額
が
上
が

る
た
め
、
多
子
世
帯
で
負
担
が
減

る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
す
。
負

担
が
増
え
る
方
は
、
所
得
の
階
層

が
比
較
的
上
位
の
方
で
、
応
能
負

担
の
考
え
か
ら
は
公
平
性
が
保
た

れ
る
面
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
再
計

算
は
行
わ
な
い
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。地

域
住
民
生
活
等
緊
急
支
援
交

付
金
の
消
費
喚
起
・
生
活
支
援
型

に
つ
い
て
は
、
す
で
に
プ
レ
ミ
ア

ム
商
品
券
発
行
事
業
の
実
施
計
画

を
決
定
し
て
い
ま
す
の
で
、
保
育

料
の
軽
減
に
対
し
て
は
、
今
後
の

国
の
交
付
金
の
内
容
を
注
視
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

国
と
地
方
が
一
体
と
な
っ

て
進

め
る
地
方
創
生
に
は
子
育
て
支
援

策
が
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

当
町
に
お
い
て
も
、
小
児
マ
ル
福

制
度
に
よ
る
医
療
費
の
無
料
化
の

拡
充
、
所
得
制
限
・
自
己
負
担
金

の
撤
廃
を
実
施
し
、
八
千
代
町
で

子
育
て
が
し
た
い
と
思
え
る
よ
う

な
対
策
を
行
な
う
べ
き
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

町
民
課
長

子
育
て
家
庭
の
求
め

て
い
る
ニ
ー
ズ
に
積
極
的
に
応
え

て
い
く
た
め
に
も
、
さ
ら
な
る
子

育
て
支
援
を
目
指
し
て
、
厳
し
い

財
政
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、
よ

り
効
果
的
な
方
策
を
勘
案
す
る
中

で
、
高
校
卒
業
ま
で
の
対
象
者
の

拡
大
に
つ
い
て
は
、
国
・
県
の
施

策
や
県
内
市
町
村
の
状
況
等
を
確

認
し
、
検
討
を
重
ね
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

所
得
制
限
の
撤
廃
に
つ
い
て

は
、
撤
廃
を
実
施
し
て
い
る
市
町

村
が
年
々
増
え
て
い
る
こ
と
か

ら
、
今
後
、
検
討
し
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
自
己
負

担
金
の
撤
廃
に
つ
い
て
は
、
現
在

の
財
政
状
況
を
考
慮
し
ま
す
と
、

こ
こ
し
ば
ら
く
は
難
し
い
も
の
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

非
核
平
和
都
市
宣
言
は
、
県
内

で
も
ほ
と
ん
ど
の
自
治
体
が
宣
言

し
看
板
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
五

年
前
に
も
要
望
し
ま
し
た
が
、
当

町
で
も
早
急
に
実
施
を
求
め
ま

す
。

町

長

非
核
平
和
都
市
宣
言
を

し
て
い
る
他
の
市
町
村
の
状
況
な

ど
も
参
考
に
し
な
が
ら
、
検
討
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

※
そ
の
他
の
質
問

地
方
創
生
先
行
型
の
予
算
の
具
体
化
に
つ
い
て

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度

が
４
月
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
ま

す
。
新
制
度
に
お
け
る
保
育
料
の

変
化
、
年
少
扶
養
控
除
の
再
計
算

に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。ま
た
、

交
付
金
を
活
用
し
、
上
の
子
の
年

齢
に
関
係
な
く
第
３
子
以
降
の
保

育
料
の
無
償
化
を
行
っ
て
い
る
自

治
体
が
あ
り
ま
す
が
、
当
町
で
の

計
画
は
あ
る
の
か
伺
い
ま
す
。

福
祉
保
健
課
長

新
制
度
に
お
い

て
は
、
教
育
・
保
育
の
量
と
質
の

向
上
が
図
ら
れ
た
た
め
、
国
の
定

め
る
利
用
者
負
担
は
従
来
の
保
育

料
よ
り
全
体
的
に
上
が
る
設
定
に

な
っ

て
い
ま
す
が
、
当
町
で
は
、

保
護
者
の
負
担
が
増
え
な
い
よ

う
、
国
の
基
準
額
か
ら
減
額
し
て

設
定
し
て
お
り
ま
す
。
町
の
負
担

は
増
加
し
ま
す
が
、
子
育
て
支
援

の
一
層
の
充
実
に
努
め
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
年
少
扶
養
控
除
に
よ

る
保
育
料
の
算
定
に
つ
い
て
は
、

子
ど
も
子
育
て
支
援

新
制
度
に
つ
い
て

今
後
と
も
検
討
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

電
話
応
対
の
際
に
、
課
名
と
氏
名

を
名
乗
る
こ
と
は
基
本
的
ビ
ジ
ネ

ス
マ
ナ
ー
で
す
が
、
で
き
て
い
る

職
員
は
少
な
い
の
が
現
状
で
す
。

そ
こ
で
、
指
導
の
取
組
に
つ
い
て

お
伺
い
し
ま
す
。

副
町
長

住
民
の
目
線
に
立
っ
て

の
親
切
丁
寧
な
応
対
や
電
話
応
対

で
は
自
ら
を
名
乗
る
こ
と
を
心
が

け
る
な
ど
、
行
革
マ
ニ
ュ
ア
ル
に

従
っ

た
応
対
を
全
職
員
に
周
知
し

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
各
種
研
修

の
受
講
や
職
場
内
に
お
け
る
研
修

な
ど
を
実
践
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
が
、
ま
だ
ま
だ
不
十
分
な
面
も

あ
る
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
町
長
を

補
佐
し
、
行
政
実
務
の
現
場
で
職

員
等
を
指
導･

管
理
す
る
と
い
う

私
の
責
務
を
自
覚
し
、
今
後
も
引

き
続
き
職
員
に
対
す
る
指
導
を
徹

底
し
て
い
き
ま
す
。

○請願

紹介議員が必要です。その内容に該当する常任委員会で審議します。

※その他、詳しくは議会公式ホームページをご覧ください。

◇町民のみなさんの意見や要望などを議会に提出することができます。

◇随時受け付けています。

○陳情

議員の紹介は不要です。

当町の空き家の様子

請願・陳情について
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人のうごき ７月１日現在

人 口 23,010人 （945）

男 11,930人 （794）

女 11,080人 （151）

世帯数 7,357世帯 （807）

（ ）内は外国人で内数

子ども教室参加者募集

子ども教室では教室に参加する方を募集しています。

対 象 小学１年生～６年生

内 容 活動は月に１回行います 【活動予定】エイサー踊りと太鼓体験、スライムを作

ろう ！ など ※活動予定は変更になる場合があります。

申込方法 申込書を記入のうえ、保険代８００円を添えてお申し込みください

申し込み・問い合わせ 生涯学習課社会教育係（内線３４１０）

５月から子ども教室が始まり、会場には元気な子

どもたちの声が聞こえます。

６月28日は農村環境改善センターで「Fun Fun!ダブ

ルダッチ」と題してダブルダッチ体験が行われまし

た。ダブルダッチは２本のロープを使って跳ぶなわ

とびで、向かい合った２人が右手のロープと左手の

ロープを半周ずらして回す中を、ジャンパーが色々

な技を交えて跳ぶスポーツ。講師は取手市のダブル

ダッチチームＤＩＡＮＡの皆さんが務め、ギネス記

録となった１分間での連続ジャンプパフォーマンス

も披露しました。

７月11日には中央公民館で防災科学実験ショーが

行われました。講師はＤｒ．ナダレンジャーこと防

災科学技術研究所専門員の納口恭明さん、ペットボ
のうぐち やす あき

トルやスポンジ、発砲スチロールなど身近な物を使っ

て、液状化や地震の揺れ方の仕組みを解説し、子ど

もたちは楽しみながら災害に対する理解を深めまし

た。川西小学校の斉藤楓さんは「実験は分かりやす

くて楽しかったです。家でもやってみようと思いま

す」と話していました。


